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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第45期
第１四半期
累計期間

第46期
第１四半期
累計期間

第45期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 1,646,120 1,770,341 7,068,350

経常利益 (千円) 245,880 312,062 1,250,125

四半期(当期)純利益 (千円) 158,974 198,100 787,543

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 495,875 495,875 495,875

発行済株式総数 (株) 7,960,000 7,960,000 7,960,000

純資産額 (千円) 4,389,751 4,968,480 5,069,327

総資産額 (千円) 7,716,042 7,703,314 7,964,045

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 10.74 13.16 53.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 10.61 13.04 52.32

１株当たり配当額 (円) ― ― 43.00

自己資本比率 (％) 56.8 64.5 63.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移

については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．平成25年７月１日付で株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株

当たり四半期（当期）純利益金額および潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定してお

ります。　

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政権交代後の日銀による大胆な金融政策をはじめとした

積極的な経済政策への期待感により円高の是正や株価上昇等、景気の緩やかな持ち直しの傾向が見られ

ます。しかしながら、新興国の成長鈍化などを背景とした海外経済の減速懸念などにより依然として先行

き不透明な状況が続いております。

  また、医療機器を取り巻く事業環境は、高齢化による需要の増加に加えて、院内感染や医療事故防止の

ための医療用消耗品は、ニーズが底堅く、国内外で需要拡大が続いております。しかしながら、国内外の電

機メーカーを中心とした異業種からの新規参入や既存メーカーの新分野への積極的な取り組みなど、他

メーカーとの競合は厳しさを増しており、引き続き業界を取り巻く経営環境は厳しい状況が続いており

ます。

　このような状況のもと、当社は、高品質製品の常時安定供給を優先事項と掲げ、ユーザーと密着した営業

活動の推進、品質を確保しながらもコスト競争力をもった生産体制の構築並びに高度先進医療分野への

研究開発活動の強化に取り組んでまいりました。

　当第１四半期累計期間の経営成績の分析は次のとおりであります。

①　売上高

売上高は1,770百万円（前年同期比7.5%増）となりました。これは、主力のフィットフィックス関

連では、手術室用の吸引器であるフィットフィックス及び病棟用の吸引器であるキューインポット

が好調に推移しました。また、シリンジェクター関連では、特定保険医療材料である新型PCAセットが

好調に推移したこと等によるものです。

②　営業利益

営業利益は309百万円（前年同期比25.0%増）となりました。これは、主として売上の拡大により売

上総利益が増加したこと等によるものです。

③　経常利益

経常利益は312百万円（前年同期比26.9%増）となりました。これは、主として営業利益が増加した

こと等によるものです。

④　四半期純利益

四半期純利益は198百万円（前年同期比24.6%増）となりました。これは、主として経常利益が増加

したこと等によるものです。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

流動資産は前事業年度末に比べて、259百万円減少し5,127百万円となりました。これは、主として

現金及び預金が218百万円、仕掛品が20百万円減少したこと等によるものです。

固定資産は前事業年度末に比べて、１百万円減少し2,575百万円となりました。これは、有形固定資

産が10百万円増加したものの、無形固定資産の減価償却費が新規取得を上回ったことにより無形固

定資産が７百万円減少したこと等によるものです。

②　負債

流動負債は前事業年度末に比べて、45百万円減少し2,229百万円となりました。これは、主として短

期借入金が200百万円、支払手形及び買掛金が57百万円、未払費用が29百万円増加したものの、未払法

人税等が181百万円、未払金（流動負債「その他」）が162百万円それぞれ減少したこと等によるも

のです。

固定負債は前事業年度末に比べて、114百万円減少し505百万円となりました。これは、主として長

期借入金が94百万円、長期未払金（固定負債「その他」）が20百万円それぞれ減少したことによる

ものです。

③　純資産

純資産は前事業年度末に比べて、100百万円減少し4,968百万円となりました。これは、主として四

半期純利益を198百万円計上したものの、繰越利益剰余金が剰余金の配当により323百万円減少した

こと等によるものです。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

  当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は83百万円であります。

　

　

　

EDINET提出書類

大研医器株式会社(E22509)

四半期報告書

 4/16



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 51,680,000

計 51,680,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,960,00015,920,000
東京証券取引所
（市場第一部）

１単元の株式数　100株
完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない、当社
の標準となる株式

計 7,960,00015,920,000― ―

(注)  平成25年５月15日開催の取締役会決議により、平成25年７月１日付で１株を２株に株式分割いたしました。これ

により株式数は7,960,000株増加し、15,920,000株となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 7,960,000 ― 495,875 ― 400,875

(注)  平成25年７月１日付で普通株式１株に付き２株の割合で株式分割し、発行済株式総数が7,960,000株増加してお

ります。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
 普通株式

422,400
― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

7,535,900
75,359 ―

単元未満株式
 普通株式

1,700
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,960,000― ―

総株主の議決権 ― 75,359 ―

(注)  「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が4株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大研医器株式会社

大阪府大阪市中央区道修町
３丁目６－１

422,400― 422,400 5.31

計 ― 422,400― 422,400 5.31

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,911,220 1,692,552

受取手形及び売掛金 ※1
 2,282,468

※1
 2,288,986

製品 631,060 632,732

仕掛品 65,422 45,057

原材料 223,438 212,910

繰延税金資産 161,535 161,535

その他 112,620 94,316

貸倒引当金 △388 △388

流動資産合計 5,387,376 5,127,703

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 786,854 780,955

土地 1,197,677 1,197,677

その他（純額） 317,981 334,075

有形固定資産合計 2,302,513 2,312,707

無形固定資産 87,598 79,895

投資その他の資産

投資有価証券 6,137 6,284

繰延税金資産 59,214 59,162

その他 140,392 136,692

貸倒引当金 △19,187 △19,131

投資その他の資産合計 186,556 183,007

固定資産合計 2,576,668 2,575,611

資産合計 7,964,045 7,703,314
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 783,917

※1
 841,574

短期借入金 150,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 399,636 378,816

未払法人税等 299,437 118,430

未払費用 268,939 298,367

賞与引当金 － 4,035

その他 372,964 238,503

流動負債合計 2,274,895 2,229,727

固定負債

長期借入金 566,591 472,252

その他 53,232 32,855

固定負債合計 619,823 505,107

負債合計 2,894,718 2,734,834

純資産の部

株主資本

資本金 495,875 495,875

資本剰余金 447,447 466,256

利益剰余金 4,231,180 4,106,221

自己株式 △108,256 △102,302

株主資本合計 5,066,246 4,966,050

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 484 578

評価・換算差額等合計 484 578

新株予約権 2,596 1,852

純資産合計 5,069,327 4,968,480

負債純資産合計 7,964,045 7,703,314
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 1,646,120 1,770,341

売上原価 835,510 867,991

売上総利益 810,609 902,349

販売費及び一般管理費 562,822 592,575

営業利益 247,787 309,774

営業外収益

受取利息 56 146

受取配当金 124 126

保険解約返戻金 － 2,496

その他 1,189 1,476

営業外収益合計 1,371 4,245

営業外費用

支払利息 2,963 1,741

その他 314 214

営業外費用合計 3,277 1,956

経常利益 245,880 312,062

特別利益

ゴルフ会員権貸倒引当金戻入額 7,350 －

特別利益合計 7,350 －

特別損失

固定資産除却損 289 －

特別損失合計 289 －

税引前四半期純利益 252,940 312,062

法人税等 93,965 113,962

四半期純利益 158,974 198,100
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

　
(追加情報)

当第１四半期累計期間
(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

（賞与引当金）

当社は、当期より従業員を対象に業績連動型賞与制度を導入しております。

従業員の業績連動型賞与の支給に備えて、業績連動型賞与の支給見込額のうち、当第１四半期累計期間の負担額を計

上しております。

　

(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。

なお、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 44,743千円 46,409千円

支払手形 170,386千円 177,861千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 68,476千円 44,990千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月15日
取締役会

普通株式 170,198 23.00平成24年３月31日 平成24年６月12日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月15日
取締役会

普通株式 323,058 43.00平成25年３月31日 平成25年６月11日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、医療機器等の製造販売及びこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載を省

略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 10円74銭 13円16銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 158,974 198,100

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 158,974 198,100

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,800,558 15,052,349

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 10円61銭 13円04銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 181,082 136,739

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)　当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額を算定しております。

　

EDINET提出書類

大研医器株式会社(E22509)

四半期報告書

13/16



　

(重要な後発事象)

株式分割　

　平成25年５月15日付の取締役会決議に基づき、平成25年７月１日付をもって株式分割を実施いたしま

した。

　（１）株式分割の目的

　投資単位当たりの金額を引き下げることにより、投資家層の拡大及び株式の流動性の向上を図る

ことを目的とし実施するものであります。

　（２）株式分割の概要

①分割の方法

　平成25年６月30日（日曜日）を基準日（実質上の基準日は平成25年６月28日（金曜日））とし

て、同日の最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する普通株式１株につき２株の割

合をもって分割いたしました。 

②分割により増加した株式数　

株式分割前の当社発行済株式総数 　　7,960,000株 

今回の分割により増加した株式数 　　7,960,000株 　

株式分割後の当社発行済株式総数 　 15,920,000株 　

③分割の日程　

効力発生日　　平成25年７月１日（月曜日）　

　（３）その他

　当該分割による影響については、「１株当たり情報」に記載しております。

　
　　
２ 【その他】

　平成25年５月15日開催の取締役会において、平成25年３月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　 　323,058千円

　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　43円00銭

　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成25年６月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月１日

大研医器株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員
　

　
公認会計士　　辰　　巳　　幸　　久　　㊞
　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　柴　　崎　　美　　帆　　㊞

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大研

医器株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第46期事業年度の第１四半期会計期間(平成
25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大研医器株式会社の平成25年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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